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国道１０６号 宮古盛岡横断道路 

設計・用地調査説明会を開催します 

  
 
復興支援道路である国道１０６号 宮古盛岡横断道路（宮古市蟇目～腹帯、古田

～川井、川井～箱石間）について、道路整備に必要な用地範囲の基となる設計が

完了したことから、設計・用地調査説明会を開催します。 

 

 ■宮古市古田～川井、川井～箱石間                      

・開催時期：平成２５年 ４月２２日(月) 午後６時～ 

・会  場：宮古市川井生涯学習センター ２階ホール 

 

 ■宮古市蟇目～腹帯間                            

・開催時期：平成２５年 ４月２３日(火) 午後６時３０分～ 

・会  場：宮古市新里福祉センター ２階会議室 

 

 ○復興道路（三陸沿岸道路）及び復興支援道路（東北横断道釜石秋田線、宮古盛岡 

  横断道路）については、被災地の早期復興を図るリーディングプロジェクトとし

て、一日も早い完成に向けて、国と地元自治体が連携を図り、事業のスタートダ

ッシュを図っています。 
 
○今回の対象区間では、平成２４年１０月２１日と平成２４年１０月２８日に国土

交通省・岩手県・宮古市合同の測量等土地立ち入り説明会を開催し、その後、測

量・地質調査・道路設計の作業を進めてきました。 
 
○この度の設計・用地調査説明会では、土地所有者とその周辺の皆様に対し、道路の

設計内容や必要となる用地範囲、今後実施する用地調査の内容について説明しま

す。これにより、今後の用地取得に向けた大きな第一歩となることが期待されると

ともに、平成２３年１１月に新規事業化された復興道路・復興支援道路の全ての

区間で、用地取得に向け、動き出すことになります。 

 

《発表記者会：岩手県政記者クラブ、宮古記者クラブ、東北専門記者会》 
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設計・用地調査説明会 位置図

 

蟇目～腹帯間 
延長 7.3km 

古田～川井間 延長 2.3km 
川井～箱石間 延長 6.9km 


